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関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

⃝

国
の
基
準
改
正
に
伴
い

改
正
す
る
も
の

論
点 

①

基
準
改
正
に
至
っ
た
背
景

答
い
く
つ
か
の
自
治
体
か

ら
は
、
代
替
え
保
育
の
提

供
に
係
る
連
携
施
設
の
確

保
、
ま
た
、
食
事
の
外
部

搬
入
業
者
が
限
定
さ
れ
て

い
る
中
で
の
対
応
や
調
理

施
設
に
関
す
る
規
定
の
経

過
措
置
期
間
内
の
対
応
が

困
難
で
あ
る
と
い
っ
た
意

見
が
あ
り
、
今
回
、
保
育

の
質
を
確
保
し
つ
つ
、
緩

和
が
行
わ
れ
た
。

論
点 

②

家
庭
的
保
育
事
業
の
現
状

と
今
後
の
見
通
し

答
高
山
幼
稚
園
を
運
営
し

て
い
る
法
人
が
、
下
の
子

も
一
緒
に
預
か
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
声
を
受
け
て
、

幼
稚
園
内
で
未
満
児
保
育

を
開
始
し
た
。
現
在
、
す

ぎ
が
お
か
託
児
所
の
１
か

所
で
あ
る
。
他
の
団
体
等

か
ら
事
業
実
施
の
予
定
は

聞
い
て
い
な
い
が
、今
後
、

話
が
あ
れ
ば
必
要
か
ど
う

か
と
い
う
判
断
も
含
め
協

議
し
た
い

◆
議
第
79
号
・
第
80
号

清
見
中
学
校
校
舎
大
規

模
改
修
工
事
（
建
築
）
請

負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

及
び
本
郷
小
学
校
校
舎
大

規
模
改
修
工
事
（
建
築
）

請
負
契
約
の
変
更

⃝
既
存
基
礎
等
の
著
し
い

劣
化
に
よ
る
補
強
工
事
の

追
加
や
、
間
仕
切
り
壁
の

準
耐
火
構
造
か
ら
耐
火
構

造
へ
の
変
更
な
ど
に
よ
り

工
事
費
を
増
額
す
る
も
の

問
間
仕
切
り
壁
を
準
耐
火

構
造
か
ら
耐
火
構
造
と
す

る
変
更
に
つ
い
て
、
設
計

時
に
反
映
で
き
た
の
で
は

な
い
か

答
こ
れ
ま
で
主
要
な
間
仕

切
り
壁
は
、
準
耐
火
構
造

で
良
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、

建
築
確
認
申
請
の
審
査
機

関
の
取
り
扱
い
が
今
回
変

更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

耐
火
構
造
と
す
る
よ
う
指

示
が
あ
っ
た
も
の
で
、
設

計
時
に
お
い
て
は
、
従
前

の
取
り
扱
い
に
基
づ
き
設

計
し
て
い
る
。
審
査
機
関

か
ら
の
指
示
が
工
事
着
工

後
と
な
っ
て
い
る
が
、
建

築
確
認
済
証
が
交
付
さ
れ

る
前
に
行
わ
れ
て
い
る
工

事
に
つ
い
て
は
、
既
存
部

分
の
改
修
で
あ
り
、
建
築

確
認
の
必
要
な
増
築
工
事

の
着
工
前
に
は
建
築
確
認

済
証
の
交
付
を
受
け
て
い

る
。

主
な
内
容

◆
議
第
76
号

高
山
市
企
業
立
地
促
進
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

⃝

地
域
再
生
法
の
改
正
に

伴
い
条
文
整
備
を
行
う
も

の問
改
正
後
の
条
文
に
あ
る

『
事
務
所
以
外
の
施
設
内

に
お
い
て
研
究
開
発
を
行

う
部
門
』
と
は
具
体
的
に

何
を
示
す
の
か

答
例
え
ば
、
工
場
内
に
あ

る
研
究
開
発
部
門
も
対
象

に
な
る
こ
と
を
明
確
に
示

す
も
の
で
あ
る
。

問
現
時
点
で
企
業
移
転
の

話
は
あ
る
の
か
。

答
雇
用
人
数
の
要
件
や
、

課
税
免
除
な
ど
が
移
転
の

誘
因
に
な
る
と
考
え
て
い

る
が
、
ま
だ
具
体
的
な
話

は
な
い
。
今
後
、
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
活
用
な

ど
を
含
め
て
、
積
極
的
に

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

◆
議
第
77
号

高
山
市
空
家
等
の
適
切

な
管
理
及
び
活
用
の
推
進

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

⃝

空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
に
基

づ
く
空
家
等
対
策
を
進
め

る
た
め
制
定
す
る
も
の

論
点 

①

空
家
等
の
見
通
し
と
そ
の

取
り
組
み

答
今
後
、
空
家
等
は
増
え

て
い
く
も
の
と
想
定
し
て

い
る
。
空
家
等
対
策
に
つ

い
て
は
、
６
月
に
策
定
し

た
『
空
家
等
対
策
計
画
』

に
基
づ
き
、
地
域
や
事
業

者
な
ど
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
。
将
来
的
に
は
支
援
制

度
を
持
た
な
く
て
も
、
空

家
等
を
活
用
す
る
こ
と
で

解
決
し
た
り
、
空
家
等
に

な
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ

な
ど
の
解
決
方
法
を
導
き

出
す
必
要
が
あ
る
。
ま
た

空
家
等
の
除
却
を
促
す
中

で
、
経
済
的
に
厳
し
い
方

に
対
し
て
は
、
支
援
す
る

こ
と
も
考
え
て
い
る
。

論
点 

②

税
制
優
遇
措
置
の
考
え

答
税
制
優
遇
措
置
は
、
空

家
等
を
そ
の
ま
ま
放
置
し

て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が

る
懸
念
も
あ
る
た
め
、
現

在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
が
、
国
の
動
向
に
は
注

視
し
て
い
く
。

議
員
間
討
議

論
点

⃝

空
家
等
の
活
用

意
見

①
行
政
単
独
で
は
な
く
、

地
域
住
民
の
協
力
も
得
な

が
ら
活
用
も
含
め
た
推
進

が
大
事
で
あ
る
。
ま
た
、

行
政
に
お
い
て
も
分
か
り

や
す
い
体
制
の
整
備
が
必

要
で
は
な
い
か
。

②
空
家
等
を
活
用
す
る
場

合
は
、
建
物
や
土
地
に
対

す
る
税
制
上
の
優
遇
措
置

を
明
確
に
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

③
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
活

用
し
て
も
ら
え
る
の
か
の

イ
メ
ー
ジ
を
、
行
政
が
あ

る
程
度
示
し
、
施
策
に
結

び
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。

◆
議
第
81
号

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い

て

⃝

市
道　

蔵
柱
金
山
線
道

路
改
良
工
事
に
伴
い
変
更

す
る
も
の

論
点

廃
止
さ
れ
る
旧
市
道
敷
地

の
今
後
の
対
応

答
法
定
外
公
共
物
と
し
て

引
き
続
き
市
が
管
理
す
る

が
、
県
道
改
良
事
業
も
あ

る
た
め
、
そ
の
後
に
つ
い

て
は
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
基
づ
き
検
討
し

て
い
く
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会
を

行
い
ま
し
た
。

（
Ｐ
６
～
７
参
照
）

　

総
務
環
境
委
員
会
、
福

祉
文
教
委
員
会
、
産
業
建

設
委
員
会
、
予
算
決
算
特

別
委
員
会
の
各
委
員
長
報

告
後
、
採
決
が
行
わ
れ
、

認
第
１
号
及
び
認
第
２
号

は
賛
成
多
数
で
、
そ
の
他

の
議
案
は
全
員
一
致
で
可

９
月
25
・
26
・
27
日

予
算
決
算
特
別
委
員
会

９
月
28
日

　

本
会
議
（
最
終
日
）

９
月
21
日

産
業
建
設
委
員
会


